
特集/環境管理

地域環境計画・アセスメント・管理のための

コンビュータ・システム・アプローチ

松崎功保

Explosion から Implosion の時代へ

過去数十年はあらゆる意味で Explosion の時

代であるといわれている.過去の構造物の爆発し

たかけらを拾い集めるよりは，新しい情報の構造

を模索するほうがはるかに効率もよくまた生産的

でもあろう.現代が停滞の時期あるいは安定的な

成長の時代であるとしたら，その時代に適した問

題への接近の方法があるに違いない.

Implosion の時代の到来である.システムの安

定性がおびやかされ崩壊の危機にさらされている

としたら，社会システムに対して新しいアプロー

チをすることは意義のあることであろう.

情報化の時代は内なる爆発のための条件のそろ

った時に真に訪れるような気がする.蓄積された

エネルギーをソフトウェア・システム開発のエネ

ルギー資源とすることができるからである.その

ときには従来の方法論，情報の流れが，組み合わ

され変更され， トランスファーされて新たな成熟

をめざしていくであろう.その織りなす構造は多

様であり，したがってそれを社会的に選択する余

地は無限に近いほどにもなろう.

1. 問題の提起と定義

一一問題の発見と定義のための方法論の重要性

環境にかかわる問題を，時間軸・空間軸の中で
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位置づけし，かっ，マネジメント・レベルによっ

て展開するとそのワグの中には，現代先進社会の

かかえているありとあらゆる問題が相互にかかわ

りあっている様を見ることができる.問題分野を

整理するには，調査活動をシステマティックに行

なうときに，問題領域のレベルとそれらの相互的

関係およびその濃淡・強弱に着目することが重要

である.

相互にからみあった問題群をときほぐ、すための

方法論はいくつか開発され，そのうちのある種の

ものはきわめて有効であることがわかっている.

これらの方法によれば，問題の機能的な構造が明

確に整理される.これによって，機能を実現する

システムが定義されシステムの設計が容易にな

る.

環境にかかわる問題を，時間的・地域的な問題

群として利害を中心にした主体ごとに分類・整理

してみると大略表・ 1- a , b のようになる.

表・ 1-a 時間的空間的分類による問題の整理

五日門ι君)I({-忍)1 (~-20:) !(君主。君)
小地域 I _ 1_ 
(市町村) I 目 jJ12 .1:-'13 Y 

中域 I _ I _ー
(市~県) I 1'21 I 1'22 !'23 !' 

広域 I _ 1_ ー|ー
(県~国) I 1'31 I 1'32 !'33 !' 

大域 I _ 1_ 
(地球) I 1'H I 1'<2 抑l'
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表 .1- b 環境にかかわる各主体別の問題領域と
アプローチ

(情制理|官会器方|公害発生源，~意書)
PU  効率的なモ 産置(業工)場立地配 操業計画 因果関係

=タリン

-操燃態料業状・ -大・気水道汚染汚グ・システ
ム

注警意報報・ 濁
-分析計 -化高煙突 -擢病率
-データ通 予測/参加
信

P22 援地域シ計画支 地域計画 長計期画経営 す動植る物影響に対
ステム

-産地業立
-デシジョ -投資計 -植生
ン・ノレー

-土地利 函 -遺伝
ム

用 -利画益計 食物連鎖シ ・-対話的シ 環境管理 エコロカ
ステム

計画 -エネノレ ルシステム

地域情報シ -環境ア
ギ{計

地域会科学/ステム
セスメ

画 社システ
環境データ ント 産の変業構革造 ム

.ベース

社のの変会対構応革造へコンピュー -資源計
タ・マッピ 画
ング

-生活の -環境ア
質上の向 セスメ

ント

変価対値化応構へ造の

PS3 員時 長計期画総合 代替エネ 長期予測モ
ノレギー計 デル

-基本計 画 技術予測
-対話的デ 画

参加
シジョン

-地域計
-ノレーム

画
-アセスメ

福祉社会
ントルー
ム 住計民参画

の函

策定

2. 問題の切りくずしのためのシステムス・ 7

ブローチ一一問題解決のための第一歩として

環境問題の特性として次のようなことがある.

①数量化・定式化の方式が必ずしも確立されてい

ない.②問題が解決されたことを完全には保障で

きず，解決策は正しし、か間違っているかというよ

りはよりよし、か悪し、かといったものが多い.③解

決策をテストする方法に乏しくほとんどはワン・

1976 年 1 月号

ショット的で，試行錯誤を行なって経験から学ぶ

機会はきわめて少ない.④ 1 つの問題があるいは

その解決策が他の問題を引き起こすことが多い.

⑤問題の定義の仕方が解法をユニークにきめてし

まう.⑥しかも計画策定者はあくまでも判断を間

違えることは許されないのである.このような問

題にはどう対処したらよいのであろうか.

2-1. 計画熟度に対応した情報の提供む一一多

段階的アセスメント・システム

計画のさまざまなフェイズ，すなわち基本構想

・基本計画・実施計画・調整計画・実施管理・効

果計画・事後管理などのもろもろのプロセスで必

要とされる情報の質と量は，微妙にまたときには

大幅に変化する.したがって，タイムリーにイン

ブォメーションを提供するための支援システムに

はきわめてフレキシブルな機能が要求されるので

ある.コンビュータ・システムと人間とのかかわ

りも，柔軟性を最大化するための重要な場のなか

での必要不可欠な役割であると理解したい.

計画熟度という新しい時空間的な概念は，プロ

ジェクトの種類および対象となっている地域の特

性によって多様に形成される.このように，時間

軸を含めて構成されると少なくとも 3 次元のマト

リックスの中に情報を整理して蓄積しておくこと

が，柔軟な情報提供の場を演出する上で基本的な

仕事になる.

このような情報の整理は，いままで担当する人

間の手で行なわれ，本格的にシステム化されるこ

とは少なかったように思われる.いくつかの試み

は報告されているものの，コンピュータ・システ

ムとしてオベレーショナルな形態で稼動している

ものはあまり多くないといってよいであろう.

プロジヱクト・プラン(ここでは主として地域
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.プロセスE

(ゲーミング)

図・ 1-a 多段的アセスメント・システムにおけるプロジェクト・プランの形成過程と支援システム

整備事業の計画を指す)の形成過程をプロセスA

からプロセス E までと，それぞれのプロセスの終

了時点、からプロセスAの開始点に戻るフィード・

パック・ループより成っているものと考える(図・ l

a). そして計画が成熟していくにつれて，プロセ

ス A ， B , ......F，とループ 1 ， 2, 

…・・6，を適宜通過しながら実施に至

るのである(図・ 1 -b). 

これは従来の基本構想から実施に至

るまでの計画の形成と再形成のプロセ

スを情報の流れに着目して別の断面で

展開して表現したものといえよう.

2-2. 新しい概念の採用一一効果計

画の必要性

プロセスE

ルー 7'4

には，また新しい概念が要求される.

すなわち， Normative なアプローチとして，最

終効果を計画要素に分解していき，これを制約な

どを考慮して組み立てていくアプローチである.

ループ6
プロセスF

プロセスA

プロセス日

ルー 73

最終的な地域環境また生活の質の向

上のための効果のある計画をたて，ま

たオベレーション可能にしていくため
図・ 1-b アセスメントのための計画熟度に対応した情報提供と蓄積

のためのシステム・スパイラル
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表・ 2 アセスメント・プロセスと効果計画の相補性・双対性

アセスメントのプロセス

{入力:代替計画案群
出 力:インパクトー効果の与える価値

性質: Exploratory 

方向性: Bottom-Up 

発散的

方法論的アプローチ

プロセス・プロシージャによる解決

相対的価値の実現

効果予測が Exploratory なのと比較すれば，効

果計画なる概念はまったく逆の目的意識の旺盛な

アプローチであることは明白である.

明らかに，実現すべき価値体系が先行しそれを

分解していく方向，すなわち， トップ・ダウン的

に計画を導くのである.これがさかのぼって計画

が出力される.このプロセスは，まったく，多段

的計画策定過程を逆にたどるプロセスである.と

きによってはある価値体系，たとえば生活の質を

実現するためには，いままで考えも及ばなかった

代替計画が必要となるであろう.これが効果計画

のなかから生成されるといってよい.

東大の桧山教授の提案されるような海岸埋立て

にともなう人工砂浜の計画などは，このような新

しい計画概念のもとでなくては説明しにくい.シ

ャドウ・プロジェクトという考え方と‘効果計

画'は結果的には近いが，実現可能性の概念をよ

り多く備えているのは‘効果計画'であろう.な

ぜならば，計画のプロセスを内包しているからで

ある.

別の見方をすると，アセスメントのプロセスと

効果計画の概念は双対であることに気づかれると

思う(表・ 2 ).すなわち，価値および効果の構造

を計画要素によって記述したものが効果計画の内

容である.価値観の変動を計画に直結する概念の

l つのように考えられる.客観的要因と主観的判

1976 年 1 月号

効果計画のプロセス

(入力:効果のもたらす価値体系

出 力:効果を導入する(代替)計画案

性質: Normative 

方向性: Top-Down 

収束的

目的的アプローチ

機能実現による解決

絶対的価値の実現

断の橋渡しをしているからである.

3. 新しいシステム・アプローチ

一一一プロジェクト・インパクト・アセスメント

のためのコンピュータ・システム

l つのケース・スタディとして兵庫県企画部と

日本アイ・ビー・エムのサイエンティフィック・

センターとの共同で行なっている研究を紹介しよ

う.これは地域における計画策定を社会的調整過

計画の

熟成過程

l 地域 E十

画

2 地域整備 の

事業構想 採
計

3. 択
画

プ
の

ロ
詳

細
ス

化

制実施計画 I "......J '-.../ ~ '-....-/ '-../ '-.../ |プ
日

事業設計
I ¥ IYI J ~\ 1'11 J -¥ r J -¥ r r唱\. r r-¥ 1'11 J i セ

日誌の
ス

乞づクシステム支撮の必要かつ可能哲郎分

ι3 上のシステムの一部利用可能な部骨
(M) 人的な発想，骨折，判断が中心となる部骨

(p) 技術者の詳細な作集が中心となる節骨

図 .2 地域計画のプロセスとシステム化
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事業効果予測情報提供γ ステム

県行財政予測情報提供システム

事業評価判断情報提供システム

地域計画関係図書資料管理システム

子~妄システム
データ・ベースシステム

データ検索システム

水資源管理基準提供ンステム

環境管理基準提供システム
土地利用管理基準提供システム

生活環境施設整備基準提供システム

地域整備制度情報提供システム

工事費積算システム
設計計算手法提供システム

その他技術計買手法鑓供システム

行政資料管理システム

学術民間図書資料管理γ ステム
その他図書資料管理 γ ステム

ム群より構成され， 図. 4 の

ような機能をもっコンビュー

タ・システムにより支援され

る.

む す び

本稿は， IFOR のワークシ

ヨヅプでの発表をベースにし

ながら， その後IFAC国際会

議，筆者が委員となっている

環境庁の環境影響手法研究委

員会，兵庫県企画部との共同

研究“地域整備総合管理シス

テム"の開発推進委員会社会

システムとシステム分析シン

ポジウム (IBM 主催)D&G

研究委員会(京大・樺木義一

教授)などでのディスカッシ

ョンを通してまとめられたも

のであり，関係各位に感謝の

意を申し述べます.

図. 3 地域整備総合管理システムを構成するサブシステム群

程としてとらえ， 自然環境・生活環境をとりまく

諸要因を含めてフロジェクトの及ぼすインパクト

をアセスするシステムの開発を行なっている. :::r 

ンビュータ・システムはそのプロセスを支援する

ものとして位置づけている.

事業形態としては， フィジカルにはー面的開発・

施設整備・ネットワーク・保全管理の諸事業を含

む.計画の熟成過程と計画案の意思決定過程の両

l函より分類整理すると図・ 2 のようになりシステ

ムの対象とする領域は太ワクで固まれている.

全体のシステムは，図・ 3 のようなサブシステ
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